
評価実施年月：平成25年7月

１．対象計画名 泉大津市下水道普及率向上整備計画

２．実施主体名称 泉大津市

３．計画期間 平成２２年度から平成２６年度

４．要素事業の進捗状況

①下水道処理人口普及率
1-A-1 高石泉大津幹線区域　汚水管渠整備事業 L=700m 86%進捗
1-A-2 和泉泉大津幹線区域　汚水管渠整備事業 L=14,327m 54%進捗
1-C-1 高石泉大津幹線区域　汚水管渠整備事業（支線） L=550m 42%進捗
1-C-2 和泉泉大津幹線区域　汚水管渠整備事業（支線） L=3,190m 26%進捗

②夕凪排水区雨水整備率
1-A-3 夕凪排水区　雨水管渠整備事業 A=17.26ha 事業完了

③合流改善事業：汚濁負荷量の削減
④合流改善事業：未処理放流回数の半減 A=136.4ha 事業完了

1-A-4 汐見下水処理場合流改善事業 吐口１箇所 事業完了
⑤汐見ポンプ場：建築構造物耐震化

1-A-6 汐見ポンプ場耐震化事業 ２棟 未着手
　　その他

1-A-5 下水道施設長寿命化計画策定及び対策事業 計画及び対策 計画策定済み
1-C-3 水洗化工事助成金事業 助成金 実施中

５．事業効果の発現状況

・平成21年度末比較で956人が新たに下水道利用可能となった。

・夕凪排水区の17.26haにおいて公共下水での雨水排除が可能となった。

・全合流式区域から排水される下水処理において汚濁負荷量を削減が行えた。

６．評価指標の目標値の実現状況

中間評価年度：平成24年度

中間目標値 中間成果値 最終目標値
①下水道処理人口普及率
　　　（下水道利用可能人口／総人口）
②夕凪排水区雨水整備率
　　　（整備実施面積／17.26ha）
③合流改善事業：汚濁負荷量の削減
　　　（効果達成面積／136.4ha）
④合流改善事業：未処理放流回数の半減
　　　（効果達成吐口数／１箇所）
⑤汐見ポンプ場：建築構造物耐震化
　　　（事業実施棟数／２棟）

①下水道処理人口普及率は、中間目標値を達成し最終目標に向け事業継続中。
②夕凪排水区雨水整備率は、事業完了し目標値達成。
③合流改善事業における汚濁負荷量の削減については、事業完了し、計画目標値４０．８ｔ/年に対し、
　平成24年度末測定値１８．２ｔ/年となり当年度において目標達成。
④合流改善事業における未処理放流回数の半減については、事業完了し、計画目標値２８回/年
　（27.45%　年間降雨回数102回）に対し、平成24年度末測定値３３回/年（27.97%　年間降雨回数118回）
　となり、残り２年の測定を継続する。尚、平成24年度の測定結果については、比較対象年度と比べ降雨
　量が多く、これを考慮すると概ね目標放流回数を達成したと考える。
⑤汐見ポンプ場の耐震化事業実施年度は、平成25年度、平成26年度となっている。

７．今後の方針

計画通り順調に進捗しており、全目標達成に向けて今後も事業を推進させる。

社会資本総合整備計画の事業評価シート（中間評価）

項　　目

９２．０％ ９２．６％ ９５．０％

１００％ １００％ １００％

未着手 未着手 １００％

１００％ １００％ １００％

１００％ 測定継続中 １００％


